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                           会 長 平田正浩（JH3BGW） 

                              

ﾛｰﾙｺｰﾙ手順書               

 

ロールコールをスムーズに行うため以下の手順を参考にして運用下さい。  

 

手順 

１． 定刻ＰＭ９時の 10 分前までには 144.230MHz にて開局、QSP 事項等の有無を予め確認しておきます。 

「役員および会員の中で QSP事項等をお持ちの方は申し出て下さい」と通知。 

  サポート依頼は、あらかじめ特定できればその旨依頼、特定できない場合は、ワッチ各局に 

お願いする旨を依頼してください。 
 

２． チェックイン受付は会員、会員外は問いません。 

応答いただいたどなたでも受付をして下さい。 

  チェック表は最新版を使って下さい。（JL3YBSホームページのロールコールより DLできます） 

古いチェックシートを使えば新入会員局等は載っていない場合があります。 
 

３． 「JL3YBS大阪 2mSSB愛好会定例のロールコール」平成 00年 00月 00日・第 XXXX 回 本日の担当は

J*3***（QTH.お名前）と挨拶して、JH3BGW平田会長（不在の場合は JI3LLP濱谷副会長）に回す。 

次に事務局長 JI3LLP濱谷氏に回して下さい。 

全ての役員各局に回す必要はありません。 
 

４． あらかじめお受けした QSP 事項等のお持ちの局に回す。 
 

５． チェックイン受付 

5-1. 1・2エリヤ向け（会員コールサインにて呼ぶ）キー局にて困難な場合はサポート局へ依頼。 

5-2. 5エリヤ向け（会員コールサインにて呼ぶ）キー局にて困難な場合はサポート局へ依頼。 

5-3. 6エリヤ向け（会員コールサインにて呼ぶ）キー局にて困難な場合はサポート局へ依頼。 

5-4. 府外局、移動局、又は、お急ぎの局のチェックインを受ける。 

5-5. 府内局のチェックインを受ける。 
 

６． 電波法に定められた通り、自局の呼出符号を 10分毎に流すと同時に、大阪 2mSSB愛好会 第 XXXX

回定例のロールコール中を通知する。 
 

７． キー局が決めた周波数は変えないでください。  

キー局の周波数に応答のワッチ各局は合わせてもらいます。 

キー局が周波数をコロコロ変えるとワッチ各局が迷うので絶対止めて下さい。 
 

８． かすかに聞こえているが自分では取れない場合は、取れる局に代行して貰って下さい。 
 

９． 最後に「144.230付近 SSB 愛好者各局におかれましては、長時間に亘りこの周波数にご協力を戴き

ありがとうございました、これにてロールコールを終了いたします。ありがとうございました」と

謝意を流す。 

以 上 

補記 

     初めてキー局をしたときは、上がってしまって相手のコールサインを取り損ねて頭の中が空っぽ 

に成ることが多く有りました、その時は直ぐに「もう一度ゆっくりとコールサインをお願いいたし 

ます」と聞き直すことです。 

  重複の時はコールサインを取れた局からとり、取れない局は少し待って貰って下さい。 

１時間では 45局～50局、50局以上になれば１時間以上に成ることがありますが、キー局の時間が 

許す範囲で受付を延長してください。        

 


